ペイシェントハラスメントに対する当院の方針について

独立行政法人国立病院機構柳井医療センターでは、すべての患者さんに安全で安心できる医療を提供するとともに、職員が安心して医療に従事できる環境を守るため、ペイシェントハラスメントに対する方針を定めています。
患者さんやご家族からのご意見・ご要望には、これまでどおり真摯に対応してまいります。一方で、暴言・暴力・威嚇・執拗な要求など、職員の尊厳を傷つけ、診療環境や就業環境を悪化させる行為については、ペイシェントハラスメントとして、組織として毅然と対応いたします。

１．ペイシェントハラスメントに該当する行為の例
次のような行為は、診療や療養環境を妨げるおそれがあります。
· 暴言、大声、脅迫、威圧的な言動、継続的なにらみつけなど、職員や他の患者さんに不安や苦痛を与える行為
· 暴力、器物破損、危険物の持ち込み、無断での長時間滞在や居座り
· 根拠のない金銭・補償・特別扱いの要求、過剰な謝罪や説明の要求
· 許可のない撮影・録音、SNSやインターネット上での誹謗中傷や不適切な投稿
· セクシュアルハラスメント、ストーカー行為、差別的な言動、プライバシーを侵害する行為
· 敷地内での飲酒・喫煙、無断外出・外泊など、病院の規則や療養上の指示に反する行為
なお、診療内容に関する通常のご質問、正当なご意見・ご要望、合理的配慮に関するお申し出は、ペイシェントハラスメントには該当しません。

２．当院の対応
ペイシェントハラスメントに該当する行為が認められた場合、当院は職員を一人で対応させることなく、複数名で対応し、院内で情報を共有します。悪質な行為については、退去のお願い、出入りの制限、診療継続の可否の検討、警察への通報等を行う場合があります。
ただし、緊急その他やむを得ない事情がある場合には、医療上必要な対応を優先します。また、障害や疾患など患者さんの個別事情にも十分配慮しながら、適切に対応いたします。

３．皆さまへのお願い
安全で良好な診療環境を守るためには、患者さん・ご家族の皆さまのご理解とご協力が不可欠です。当院は、今後も患者さんに寄り添い、安心して医療を受けていただけるよう努めてまいりますので、円滑な診療へのご協力をお願いいたします。
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